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セーフコミュニティとは・・・
　セーフコミュニティとは、「けがや事故は、原因
を究明することで予防できる」という理念のも
と、市民の皆さんと行政や関係機関、団体、組織
等が協働で安全・安心に暮らすことができるま
ちづくりに取り組む地域のことです。

【期待される３つの効果】
① けがや事故の減少により、市民の誰もが希求する「安全・安心」が向上する。
② 安全・安心への取組を通じて、地域住民、関係機関、各種団体と行政が協働することにより、
情報や連帯意識を共有できる。

③ 国際基準による安全・安心の取組を行う自治体として地域イメージが向上する。
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セーフコミュニティとは
キーワードは「協働」と「データ」

　 セ ーフコミュニ ティに 取り組
む上でのキーワードは、「協働」と

「データ」です。
　はじめに、「けが 」や「 事 故 」を
データから分析して、その原因を
究明します。
　そして、原因が分かったら、けが
や事故を減少させるために必要な
対策を考え、地域住民や団体、行
政等が連携・協働により、対策を実
施することで、安全で安心なまち
を目指します。

セーフコミュニティの取組手順（S+PDCAサイクルの活用）

①SEE（安全診断）
　交通事故が多いな。
　どうすれば減らせるかな？
　街頭活動して注意喚起してみては？
　高齢者の家庭内での事故も気になる。高
齢者の筋力低下の防止のため何かできな
いかな？

②PLAN（取組の企画）

改善を加えながら①～⑤を繰り返すことで
「けがや事故」の減少につなげます！

④CHECK（成果の測定・評価）

　高齢者の交通事故を減らせないかな。
　免許返納制度や反射材の周知をしたら、もっと
効果があるかも!

⑤ACTION（改善・反映）
③DO（取組の実践）

交通安全街頭啓発 いきいき百歳体操

意
識・行
動
の
変
化

交通安全活動を現在行っている

第１・４回郡山市セーフコミュニティ市民意識調査
2014年

12.4%
2020年

64.4%
交通事故件数の減少

平成27、令和3年版交通白書（人口10万人あたり）
2014年

484件
2020年

205件
結
果
の
変
化

意
識・行
動
の
変
化

高齢者の安全・安心活動を現在行っている

第１・４回郡山市セーフコミュニティ市民意識調査
2014年

12.0%
2020年

43.9%
高齢者の救急搬送者数の減少（一般負傷）

平成26、令和2年救急搬送データ（人口10万人あたり）
2014年

1,337人
2020年

1,248人
結
果
の
変
化

SＤＧｓ（エスディージーズ）とセーフコミュニティ
　「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」は、経済・社会・環境をめぐる広範な課題につい
て、全ての関係者の役割を重視し、「誰一⼈取り残されない」世界の実現を目指す
国際目標です。
　セーフコミュニティ活動の推進は、ＳＤＧｓの達成に⼤きく寄与するものです。

安全診断
SEE

目標･対象等
の設定

成果の測定･評価
CHECK

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

改善･反映
ACT

安全診断
SEE

目標･対象等
の設定

成果の測定･評価
CHECK

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

改善･反映
ACT

町内会
市役所

福  祉

NPO

病  院

防  犯

警  察
学  校

防  災

消  防

保健所

環  境

企  業

交  通

横断的な
連携・協働

　住民、団体、行政が連携・協働
して安全で安心なまちづくりに
向けて、改善を加えながら活動
を継続します。

安全・安心

　郡山市のけがや事故件数はどれくらいある？
　どんな事故が多い？
　地域のけがや事故について、データで確認し
てみよう !

安全・安心
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セーフコミュニティとは

郡山市のセーフコミュニティ活動

2014年 11月　 セーフコミュニティ取組宣言

2015年
５月 推進協議会、外傷サーベイランス委員会設置
７月 ６つの分野別対策委員会活動開始

2016年 11月 認証審査員による事前指導
2017年 11月 認証審査員による現地審査、認証内定
2018年 ２月 認証取得（県内初、国内15番目、世界で391番目）

2021年 11月 認証審査員による事前指導

2022年 11月予定 認証審査員による現地審査
2023年 ２月予定 再認証取得

S+PDCAによる
活動を継続

郡山市のセーフコミュニティ推進体制
　郡山市では、地域の団体、機関など様々な分野の４３団体で構成する、郡山市セーフコミュニティ推進協議会（会長：
郡山市長）を推進母体として６つの分野別対策委員会により具体的な活動を進めるとともに、外傷サーベイランス委
員会によりデータの収集や専門的な検証を行っています。

① 分野の垣根を越えた全市的な
 　推進母体

② 外傷データ等の収集・分析、
 　対策委員会の活動の検証

③ 分野別の課題解決に向けた
 　専門部会

④ 行政としての取組方針の決定

それぞれの役割④ 

郡
山
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
本
部

① 郡山市セーフコミュニティ推進協議会
連
携・協
働

行政機関

③ 分野別対策委員会② 

外
傷
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交
通
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対
策
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こ
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高
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自
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対
策
委
員
会
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境
安
全
対
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会

セーフコミュニティ
活動の推進

　認証審査員からの助言や指導を
活かしてセーフコミュニティ活動の
更なる推進を図ります。

防犯パトロール 自殺予防街頭キャンペーン 分野別対策委員会 地域防災マップづくり
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安全診断の結果

アンケートの結果から、
マップやチラシを見た
ことで交通安全への意
識が高まっていること
が分かります。
今後も危険箇所の周知
と現地調査を継続して
いきます。
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安全診断の結果

分野別対策委員会の取組をご紹介します
交通安全対策委員会

こどもの安全対策委員会

①高校生の自転車事故が多い

②高齢者の事故は重傷になりやすい

③交差点での事故が多い

交差点内と
交差点付近で発生した
事故が約60％（405件）

事故多発交差点の現地調査を実施し
道路管理者へ改善を提案

交差点の現地調査（11月）
（北田交差点・針生西交差点）

①小学生～高校生の交通事故が多い

②こどもに対する虐待がなくならない

③乳幼児のけがは、自宅及び
　その周辺と幼稚園、保育所が多い

◎郡山市の道路形状別
　交通事故件数
　(2020年）

交差点内
45.5％

交差点付近
14.1％

単路
34.6％

その他
5.7％

出典：郡山警察署、郡山北警察署

◎事故予防モデルルームの認知度

出典：自宅でのこどもの事故に関するアンケート結果（2021）

交通事故多発地点に注意

セーフコミュニティ こおりやま
笑顔を未来につなげよう

郡山市　　郡山市セーフコミュニティ推進協議会

私たちが
取り組んで
います

●交通安全対策委員会
●こどもの安全対策委員会
●高齢者の安全対策委員会

地図の見かた
交通事故の多い順位

交差点名

5 位までは赤色

××××× ○件

事故件数

※事故件数=2016 ～ 2019 年の
人身事故合計数

発生場所

①×××× ○件

金山橋西 4 件

④ 川向 8 件北田 4 件

③ 大池北 9 件
名倉 4 件

菜根屋敷 6 件
⑤ 図景二丁目 7 件

ベニマル菜根店前 4 件
開成三丁目 6 件針生西 5 件

島こ道橋東 4 件

島一丁目 5 件

桑野二丁目 4 件

④ 豊田町 8 件

 開成山 4 件

② 桑野三丁目 11 件

⑤ 福島放送前 7 件

並木一丁目 4 件

 若葉町西 4 件

① 大町 16 件

カトリック教会前 5 件
東橋西 4 件

横塚三丁目 6 件

大町二丁目 4 件

  若葉町 4 件

  逢瀬橋 5 件

「ゆずる笑顔と思いやり
　  無事故で明るい郡山」
「ゆずる笑顔と思いやり
　  無事故で明るい郡山」
・横断歩道は歩行者優先　
・自転車は左側通行

交差点及び
その付近

単路
30％

交通事故全体

交通事故の66%が交差点
及びその付近で発生

自転車事故

自転車事故の78%が交差点
及びその付近で発生

交差点及び
その付近

単路
21％

交通事故の発生場所（2019年）

4％ 1％

（福島県警察本部の交通事故データから算出）

66％ 78％

事故多発

事故多発

マナーじゃなくて
ルールです！

事故多発

事故多発

交通事故多発エリア（2019 年）

交通事故多発地点マップ
（交通安全対策委員会と連携）

■知っている　■知らない

0 20 40 60 80         100（%）

チラシ配布前

チラシ配布後

20.1％ 79.9％

50.7％ 49.3％
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交通事故多発地点マップ

10.9％

◎事故が多く発生している場所の認知度

0 20 40 60 80         100（%）
■自宅周辺を知っている
■自宅周辺以外も知っている
■どちらも知らない

マップ配布前

マップ配布後

35.3% 20.2%

89.1%

44.5%

10.9%

33.6
ポイント増

30.6
ポイント増

「交通事故多発地点マップ」と
「自転車事故防止啓発チラシ」を
小中高校等へ配布

自転車事故防止啓発チラシ

配布した前後での意識の変化を把握す
るため、市内高校生にアンケートを実施

成果の測定･評価
CHECK 改善･反映

ACT

マップ配布前 マップ配布後

認知度が
⼤きく上昇

自宅の周辺
12.6％

学校の周辺
27.4％

それ以外
12.0％

いいえ
14.2％

出典：交通事故防止に関するアンケート（高校生）結果（2021）

Q.事故が多く発生
している場 所を
知っていますか？

Q.マップを見て事
故多発交差点を
理解しましたか？

「交通事故多発地点マップ」を小中高校生保護者へ、「事故予防モデル
ルーム周知チラシ」を保育園·幼稚園通園児保護者へ配布

配布した前後での意識の変化を把握するため、小中高校生の
保護者にアンケートを実施

成果の測定･評価
CHECK

SEE 取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

はい
84.5％

知らない
47.9％

SEE 取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

アンケートの結果から、交通
事故やこどもの事故に対する
意 識 が 高 まって い ることが
分かります。
今後は、この認知度の高まり
を、事故防止のための実際の
行 動につ な げ て いく啓 発に
取り組みます。

改善･反映
ACT

事故予防モデルルーム周知チラシ

無回答
1.3％
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安全診断の結果

安全診断の結果

①高齢者の転倒が多い

②高齢者の不慮の窒息が多い

③認知症の方の増加が見込まれる

④高齢者虐待が生じている

SEE

4

分野別対策委員会の取組をご紹介します
高齢者の安全対策委員会

自殺予防対策委員会

【チラシへの主な掲載事項】
◆転倒事故の予防啓発
　  · 転倒原因のチェックリスト
　  · 「いきいき百歳体操」の紹介
◆窒息事故の予防啓発
　  · 口の体操、歯の検診
◆認知症の方の見守り啓発

①働き盛りの男性の自殺が多い

②若者の自殺が減らない

③相談窓口が知られていない

出典：いきいき百歳体操参加者アンケート結果（2018）

出典：若年層向けゲートキーパー養成研修アンケート結果（２０２０）

こころの健康に関するご相談は
〇こころの健康相談（専門電話相談）
　  電話　024-924-5560
    （祝日除く水曜日9:00～16:00）
〇郡山市保健所保健·感染症課
　　電話　024-924-2163
〇こころの健康相談統一ダイヤル
　　電話　0570-064-556
〇福島いのちの電話
　　電話　024-536-4343
　　メール相談

メール相談フォーム

■意味や役割を理解し、実践できると思った
■意味や役割を理解し、少し実践できると思った
■意味や役割を理解したが、実践できるかはわからない
■意味や役割を理解したが、実践は難しい
■無回答

◎受講後の
　ゲートキーパーの
　理解、意識

階段を自分の力で
昇れる

何もつかまらずに
立てる

15分続けて歩く

1年以内に
転んでいない

転倒への不安は
あまりない

■初回　■3か月後　■1年後

◎いきいき百歳体操測定値グラフ（アンケート部分抜粋）
0 30 60 90 120 150 

( 人 )

99
104
104

147
144

139

134
130

132

132
137

128

78
88
85

29%

56%

10%

3%2%

高齢者の事故予防啓発チラシを作成し
老⼈クラブ等を通して高齢者へ配布取組の実践

DO

取組の企画
PLAN

いきいき百歳体操等の
介護予防教室を実施

体操参加者にアンケートを実施。高齢者は身体機能が低下
しやすいが、参加者は状態の改善·維持を実感している

成果の測定･評価
CHECK

コロナ禍においても高齢者の
運動する機会が減少しない
よう、安全に介護予防教室を
継続して実施します。また、
年代ごとに成果を検証する
ための方法を検討します。

改善･反映
ACT

1,396人

2,465人

２０１7年

2020年参加実績

約1.8倍に
増加

SEE
自殺予防の啓発グッズ等を配布
する街頭活動を実施取組の実践

DO

取組の企画
PLAN 職員や市民、若年層向け（高校生や

⼤学生等）のゲートキーパー養成
研修を実施

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

ゲートキーパー養成研修受講者
のアンケートでは、８割以上の方
が理解し実践できると回答

成果の測定･評価
CHECK

ゲートキーパー養成研修受講
の約半年後に実施したアン
ケートでも、ゲートキーパー
としての意識や行動が維持
されていることが確認でき
たので、今後も受講者の増
加が図れるよう、周知啓発を
継続していきます。

改善･反映
ACT

ゲートキーパー養成
研修参加者

（累計）

9年間で
⼤きく増加157人

2,863人

２０１2年

2020年

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN
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安全診断の結果
SEE

安全診断の結果
SEE

犯罪未然防止のための対策を
掲載したチラシを作成取組の実践

DO

取組の企画
PLAN

分野別対策委員会の取組をご紹介します
防犯対策委員会

防災・環境安全対策委員会

①駅前の体感治安が悪い

②住宅街の犯罪が多い
　（空き巣、自転車盗）

③ＤＶの予防活動、 相談窓口が
十分に認知されていない

①自然災害等の不安が大きいが、防災意識は低い
　（備えまで至る人が少ない）

②地域コミュニティが低下している
　（地域での防災体制が不十分）

③労働者の災害が多い
　（農作業中のけがや事故が多い）

出典：令和２年度郡山市セーフコミュニティ市民意識調査

わが家の防災
ハンドブック

多言語
（５カ国）版も更新

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（人）

2,023人

1,411人

1,150人

◎DVに当たるものの認知度調査

身体に対する暴力を行う

言動などにより相手を傷つける

相手をコントロールする（デートDV）

性行為の強要、避妊に協力しない

社会生活をする上での
⼈間関係や行動を制限する

金銭的な負担を要求する

無回答

954人

714人

527人

221人
※DVとは…
夫婦や恋⼈など親しい関係にあるパートナー
からの暴力のこと

（※）

５

【チラシへの掲載事項】　
◆なりすまし詐欺にひっかからない

ための対策
◆防犯カメラ設置のメリット
◆ドライブレコーダー設置のメリット
◆「見られていますよ !」ステッカー

の配布周知

「意外と知らないこれも
DVです!」と題した記事
の掲載。市内全戸へ配布

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

アンケ ート結 果 から、
身 体 的 な 暴 力 以 外 の
DVに対する認知度は
低いことが分かりました。
対策委員会ではDVへの
理解をより広めるため、
周知対象をどこに設定
するか、どのように啓発を
行っていくか等、効果的な
啓発方法について検討
していきます。

改善･反映
ACT

新 型 コロ ナウイ ル ス
感染症対策を踏まえた

「避難所開設訓練」実施

避難訓練等が必要とし
ながら参加への意識が
低いことから、若い世代
にも積極的に参加して
もらえるよう、訓練や勉
強会の開催時間や曜日
を検討していきます。
また、地域ごとに訓練
等 が 行われるよう、そ
の役割や重要性につい
て、周知啓発していき
ます。

改善･反映
ACT

防災啓発用冊子を改訂し、
市内全戸へ配布取組の実践

DO

取組の企画
PLAN 防災出前講座に参加した中学３年生に

アンケートを実施

成果の測定･評価
CHECK

◎防災に対する意識調査（中学３年生対象）

参加しない
42％

Q.地域が結束する
ために必要なこ
とは何ですか？

Q.災害に備えた訓
練や勉強会に参
加しますか？

近くで実施参加
25％

土日祝日参加
18％

積極的に参加
11％

19時以降なら参加
4％

地域の
防災訓練

39％

イベント開催
33％

リーダー育成
16％

地域での
勉強会

9％

その他
2％

市民意識調査でDVについてアンケートを実施
成果の測定･評価
CHECK

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN



みんなでつくる安全・安心なまち セーフコミュニティこおりやま

6

お知らせ
ツイッターで安全・安心情報発信中

　「セーフコミュニティこおりやま」のツイッターアカウントにて
安全・安心につながる情報やセーフコミュニティ活動の取組事例などを
紹介しています !
　アカウントをお持ちの方は、
ぜひフォローをお願いします !

フォローは
こちらから！

セーフコミュニティについてご説明します

　郡山市では、セーフコミュニティへの理解促進のため「きらめき出前講座」を行っています。
　説明時間は、10分程度から２時間程度まで幅広く対応し集会所や会議場、スポーツ⼤会の
会場など、どんな場所にでもお伺いして、セーフコミュニティについてお話しします。
  詳しくは、郡山市セーフコミュニティ課（☎024–924–2151）までお気軽にお問合せください。

「きらめき出前講座」

市政へのご意見をお寄せください 郡山 みなさんの声 検索

セーフコミュニティ活動推進事業所を募集しています
　郡山市内において安全・安心に関する活動に取り組む企業・団体や事業所を募集しています。
　皆さまのお申込をお待ちしています !

【申込方法】
　参加登録申込書をメール、ＦＡＸ、郵送、持参いずれかの方法でお申し込みください。
　市ウェブサイトからも直接申込可能です。

【登録した場合】
　・参加事業所の証として「推進事業所ステッカー」を掲示いただきます。
　・市ウェブサイトやセーフコミュニティ通信などで事業所の安全・安心活動をＰＲします。

【活動事例】　

詳細についてはこちら
（市ウェブサイト）

運転前のチェックリストに
よる体調確認

外出時の見守り活動 地域の防災訓練への参加
セーフコミュニティ活動
推進事業所ステッカー

セーフコミュニティ活動支援動画を作成しました !
　セーフコミュニティ活動への理解を深め、地域における活動を支援するため、
１０本の動画を作成しました。
　がくとくんとおんぷちゃんが、セーフコミュニティの精霊と一緒に説明を
して、最後に歌が完成する物語になっています。
　市YouTubeチャンネルで公開しておりますので、ぜひご覧ください。また、
DVDの貸し出しも行っております。
　詳しくは、郡山市セーフコミュニティ課（☎024–924–2151）までお気軽にお問
合せください。 市YouTubeチャンネルは

こちらから
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三立土建株式会社　郡山支店
〒963-8017　福島県郡山市長者１丁目４-７
　　　　 電話　０２４-９３２-２１８６
　　　　FAX　０２４-９２５-０５７４

公共土木工事・道路工事・河川工事・公共建築工事・一般建築工事
建設工事を通して社会と地域のインフラ整備に貢献します。

本社　/　〒969-5206
　　　　 福島県南会津郡下郷町大字湯野上字沼袋乙843
　　　　 電話：0241－68－2301　FAX：0241－68－2333

セーフコミュニティとは・・・
　セーフコミュニティとは、「けがや事故は、原因
を究明することで予防できる」という理念のも
と、市民の皆さんと行政や関係機関、団体、組織
等が協働で安全・安心に暮らすことができるま
ちづくりに取り組む地域のことです。

【期待される３つの効果】
① けがや事故の減少により、市民の誰もが希求する「安全・安心」が向上する。
② 安全・安心への取組を通じて、地域住民、関係機関、各種団体と行政が協働することにより、
情報や連帯意識を共有できる。

③ 国際基準による安全・安心の取組を行う自治体として地域イメージが向上する。

セーフコミュニティ郡山

みん
なでつ

くる安全・安心なまち

郡山市　セーフコミュニティ 検 索

発　行 2022年3月
 郡山市市民部セーフコミュニティ課
 セーフコミュニティ推進室
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 FAX 024‒921‒1340
印　刷 石井電算印刷株式会社
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◀

三立土建株式会社は、持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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